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ＪＰ労組は、２月２２日に日本郵便メンテナンス(株)に対し、２０２１春季生活闘争の

要求書を提出した。本部は、要求書の提出にあたり、「社員がモチベーション高く、将来に

わたり安心して働くことができ、新たな人

材が集まる労働条件の引き上げが必要」と

強く主張し、誠意ある解答を示すよう求め

た。 

今後、さらなる処遇改善と安心して働き

続けられる職場環境の構築に向けて、全力

で交渉を展開していく。 

 

Ⅰ 経済要求 

●正社員の定期昇給完全実施、一時金年間４．５月 

●正社員の基準内賃金１人平均６，０００円引き上げ 

●期間雇用社員の基本月額および時給単価引き上げ 

●勤務地手当の支給対象事業所の拡大（車両整備） 

●緊急出動手当の増額（機械保守） 

●精励手当の増額（車両整備） 

●オンコール手当の増額（機械保守） 

●期間雇用社員へ夏冬一時金支給 

Ⅱ 働きやすい環境つくり 

●コロナ禍における労働条件等の環境整備 

●特別休暇年間５日間の付与 

Ⅲ 政策・制度 

●労働力確保対策を講じること 

●社宅制度を拡充すること 

●職場環境の改善 

     ・老朽化した整備工場の建て替え、修繕 

     ・整備スペースの拡張 

     ・暖房器具の配備 

 

 

 

（交渉編） 

2021 年     

2 月 22 日（月） 

（担当：田中） 

ＪＰ労組ＬＩＮＥ公式アカウントを２月

１日に開設。春闘の交渉情報などの最新

情報をお知らせ！ ぜひ登録を！ 
２４３，１９８名 

２月３日現在 

お友だち登録キャンペーン実施中 

２５万人の仲間づくりへ 

日本郵便ﾒﾝﾃﾅﾝｽ(株)に対し 
２０２１春季生活闘争 要求書を提出！ 
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要求項目の詳細は、中央交渉

情報（輸送）第 35 号（21.2.22）

をご覧ください。 


